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はやぶさ２・SCIの地上較正実験：クレーターサイズについて
Hayabusa 2/SCI: calibration impact experiments
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はやぶさ２探査機に搭載予定の SCI(Small Carryon Impactor）は直径１５ｃｍ，質量２ｋｇ，中空の銅球である．これ
を小惑星表面に秒速２ｋｍで衝突させて形成されるクレーターや放出物の分布を調べる予定である．クレーターなどか
ら天体表面がどのような状態（組成，構造）であるかを推定するためには，予め状態がわかっている標的に SCIと同様
の飛翔体を衝突させて，どのようなクレーターが形成されるのかを調べておく必要がある．われわれは宇宙研の二段式
水素銃を使って中空弾丸を加速し，石膏，玄武岩に衝突させてクレーターを調べた．また，神岡で行われた実スケール
の実験において砂に衝突させてできたクレーターのサイズも調べた．これらの結果について報告する．
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